




































































































シラパス

授 業科 目 名 教員の免許状取得のための 授業方法 単位数 鑓当形態 担当教員名
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、卒容文業の化
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覇、軍録究解音をと含銭

方
む術
法

研n 必修科医 演習 2単位 複数
普野清子

阿部憲

施行科規則毘区に分定め る ｛教員善成課
程）大学が独自に殻定する 科 目

｛保育士養成標穏｝保育の 内容 ・方法に関する科毘
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的 に学び、グル ープで 研究した保育篠衡 を発 表する 。また前織 の 保育掠傍研究発
衰 の 分野 の 異なった保育技術を学ぶ。

到達目標
・ 保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な知事量や銭衡 を習得する 。
・ 身体表現、音楽 表現、造形 表現、び言
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現
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等
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現
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を・表現活動に係 る教材等 の 活用及 習得 する。
・子どもの心身 の 発達や子どもを取り巻く環境等と保育

所
保育指

針
に

示
され る 録音の内容を理解した上で、

子どもの生 活と遊びを豊かに展開する ために必要な知 識 や技術を実践的 に習 得 する。
・保育におけ る教材等 の 活用及び 作成と、保育の 環穫 の 構成及び具体的展測のため の 技術を実践的 に晋
得 する 。

授業 の 概要
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の 成集を記録にまとめ る。 保育の現場で 役立つ技術を実践的 に学ぶ。
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授 業 計 画

授 業 肉 容 等

保育技術研究：保育内容の基礎技能と保育技術研究。目 的、研究する 分野、 グル干プ 活動 の ねらい

保育技術研究：旨約 の 周知と研究計厨グル ープ分け研究分野 の 特色と発表白様
保

記
育

録
技

の
術取研

り方
究：題材 の 遺ぴと脚本謹材の選び方脚本 の 作り方グル ープで研究計麗を立て る

録音技術研究：メンバーの 役割配役・声・効果 等

保育技術研努曙舞台効果背景・大道具・小道暴の考え方

保育技術研究：グル ープごと の 研究指導①後半 の 活動計画

保育技術研究：グルー プごと のとの研究指導② 音響効果と設備 の 使い方

保育技術研究：グル ー プごと の 研究指導③舞台・照明効果と使い方

保育按術研究：グループごと の 研究指導④全体 の 通し練習

保育技術研究：グループごと の 研究指導⑤他の グJI,-プに見てもらい発衰 の 晃直し

保育技術研究：グループごとの研究指導⑥発衰 の 予行練習

保育技術研究：発表 ビデオ と実際 の教材を見ながら、各技術 の 解説と研究記録作成の内容

保育技術研究：研究記録の まとめ方、写真や参考文献の扱い方

保育技術研究：グル ープごとに研究記録のまとめ①個人 の 感想記録提出

保育技術研究：グループごとの研究記録のまとめ② グループごとの研究レポートをデーターで拠出

児叢文化：パネルシアターフラックライト 作品

児童文化：パネルシアター演じ方

児童文化：ペープサート①作品を楽しむ立絵芝居 ・ 紙人形芝居｛紙芝居｝からペ ー プサ ートヘ

児童文化：ペーブサ ート②ペ ーブザート 紙と竹とのり の 文化を学ぶ
児貴文化：ペ
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の 作り方

教材研究：
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ト④作り方と 作品 作り

教材研究：
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ト⑤学生実演1 ・ 2 ・ 3
教材研究： や

児責文化：おハ手
ン
カ玉チ①遜先人の履いが込め られたお手玉作り ・遊び

教材研究： ぴ
児章文化：おこま手

遊
玉

び
② お手玉 の 特色・遊びの基本

教材研究：
保育鏡街：置だより・クラスだより・行事だより①置と家庭をつなぐ

教材研究：たこ遊び
保育技術：闘だより個 クラスだより ・ 行事だより②役割 の 違い ・ 作成ポイント

教材研究：手 品遊び①
録音技術：ク

手
ラ

品
ス
遊

だ
び
よ
②

り③鋸集のテクニック
教材研究：

保育緩衝：クラ ス だより④倍々 の 課題たより創作

保育技術：クラスだより⑤個 の々 課題たより交換・提出と評価

後期 の まと め 保育理論と保育妓衡 の融合
テキスト すきま時間
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学生に対する 毎時間 の レポート（40%）や研究発表 ・提出物（60%）に よる。評 価















































授業方法 単位数 担当形態 担　当　教　員　名

演習 ２単位 複数
阿部　惠

髙橋　系太

回数
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30

保育技術研究：グループごとの研究指導③　舞台・照明効果と使い方

保育技術研究：グループごとの研究指導④　全体の通し練習

保育技術研究：グループごとの研究指導⑤　他のグループに見てもらい発表の見直し

児童文化：ペープサート①　作品を楽しむ　立絵芝居・紙人形芝居（紙芝居）からペープサートへ

児童文化：ペープサート②　ペープサート　紙と竹とのりの文化を学ぶ

学生に対する
評　価

毎時間のレポート(４０％)や研究発表・提出物(６０％)による。

保育技術：クラスだより④　個々の課題たより制作

保育技術：クラスだより⑤　個々の課題たより交換・提出と評価

保育技術研究：グループごとの研究記録のまとめ②　　グループごとの研究レポートをデーターで提出

児童文化：パネルシアターブラックライト作品

児童文化：パネルシアター演じ方　

後期のまとめ　保育理論と保育技術の融合

児童文化：ペープサート③　の作り方
教材研究：紙飛行機あそび

児童文化：ペープサート④　作り方と作品作り
教材研究：けん玉遊び

児童文化：ペープサート⑤　学生実演１・２・３
教材研究：あやとり遊び

児童文化：お手玉①　先人の願いが込められたお手玉作り・遊び
教材研究：ハンカチ遊び

児童文化：お手玉②　お手玉の特色・遊びの基本
教材研究：こま遊び

保育技術：園だより・クラスだより・行事だより①　園と家庭をつなぐ
教材研究：たこ遊び

保育技術：園だより・クラスだより・行事だより②　役割の違い・作成ポイント
教材研究：手品遊び①

保育技術：クラスだより③　編集のテクニック
教材研究：手品遊び②

授　　業　　内　　容　　等

テキスト すきま時間あそび(阿部惠著、すずき出版)

参　考　書
参考資料等

幼稚園教育要領(2017.3告示文部科学省)、保育所保育指針(2017.3告示厚生労働省)、幼
保連携型認定こども園教育・保育要領(2017.3告示内閣府・文部科学省・厚生労働省)、３
歳児の保育資料 (阿部惠編著、ひかりのくに)、４歳児の保育資料 (阿部惠編著、ひかりの
くに)、５歳児の保育資料 (阿部惠編著、ひかりのくに)、３～５歳児育ちをとらえる!遊びと１
０の姿(阿部惠著､学研)ビデオ教材等

保育技術研究：グループごとに研究記録のまとめ①　　個人の感想記録提出

保育技術研究：研究記録のまとめ方、写真や参考文献の扱い方

保育技術研究：発表ビデオと実際の教材を見ながら、各技術の解説と研究記録作成の内容

保育技術研究：グループごとの研究指導⑥　発表の予行練習

保育技術研究：保育内容の基礎技能と保育技術研究。目的、研究する分野、グループ活動のねらい

保育技術研究：目的の周知と研究計画　グループ分け　研究分野の特色と発表目標

保育技術研究：題材の選びと脚本　題材の選び方　脚本の作り方　グループで研究計画を立てる
記録の取り方

保育技術研究：メンバーの役割　配役・声・効果等

保育技術研究：舞台効果　背景・大道具・小道具の考え方

保育技術研究：グループごとの研究指導①　後半の活動計画

保育技術研究：グループごとのとの研究指導②　音響効果と設備の使い方

 授　業　の　テ　ー　マ　及　び　到　達　目　標

授業のテーマ
幅広い保育の技術を総合的に学び、グループで研究した保育技術を発表する。また前期の保育技術研究発
表のまとめの資料作りと、分野の異なった保育技術を学ぶ。
到達目標
・保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な知識や技術を習得する。
・身体表現、音楽表現、造形表現、言語表現等の表現活動に関する知識や技術を習得する。
・表現活動に係る教材等の活用及び作成と、保育の環境構成及び具体的展開のための技術を習得する。
・子どもの心身の発達や子どもを取り巻く環境等と保育所保育指針に示される保育の内容を理解した上で、
子どもの生活と遊びを豊かに展開するために必要な知識や技術を実践的に習得す る。
・保育における教材等の活用及び作成と、保育の環境の構成及び具体的展開のための技術を実践的に習
得する。

授業の概要

グループで研究・発表をし、研究発表の成果を記録にまとめる。保育の現場で役立つ技術を実践的に学ぶ。
また 伝承遊びの研究・グループ発表。

授　　　　業　　　　計　　　　画

施行規則に定める
科目区分 （保育士養成課程）保育の内容・方法に関する科目

各科目に含めることが
必要な事項等

（教員養成課程）

シラバス

授　業　科　目　名 教員の免許状取得のための

保育内容の理解と方法Ⅱ
※児童文化、保育技術研

究、卒業研究を含む
必修科目

（教員養成課程）大学が独自に設定する科目























 

 

 

 

  

 

令和５年度 前期 

 

シ ラ バ ス 
 
 
 
 
 
 
 

道灌山学園保育福祉専門学校 

介護福祉士専攻科 
 

 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 我が国の社会保障制度について（基本的考え方・歴史・社会的背景） 

２ 我が国の社会保障制度について（体系と各分野・今日的課題と動向） 

３ 「介護保険制度」について① 

４ 「介護保険制度」について② 

５ 「介護保険制度」について③ 

６ 「介護保険制度」について④ 

７ 介護実践にかかわるその他福祉諸制度①（老人福祉・障害者福祉分野を中心に） 

８ 介護実践にかかわるその他福祉諸制度②（老人福祉・障害者福祉分野を中心に） 

 

 
  

授業科目名 社会の理解 時間数（単位数） 
１５時間 

担当者 
氏名 

宮島直丈 
 

授業の到達目標 
およびテーマ 

個人の自立生活理解のための、社会単位での人間理解の視点を涵養す

る。 

授業の概要 
 

介護専門職となるべき人間のとしての、総合的な社会及び社会保障制

度の理解。特に「介護保険制度」については中心的に授業を行う。 

テキスト・参考資料等 介護福祉士養成講座編集員会編『社会の理解』 中央法規 

授業の形態等 講義。 

学生に対する評価等 定期試験、出席状況、授業態度、提出物等より総合的に評価。 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅠ（「社会福祉士及び介護福祉士法」解説①） 

２ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅡ（「社会福祉士及び介護福祉士法」解説②） 

３ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅢ（介護福祉士養成制度の歴史、しくみ、意義①） 

４ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅣ（介護福祉士養成制度の歴史、しくみ、意義②） 

５ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅤ（福祉専門職と職能団体「日本介護福祉士会」） 

６ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅥ（介護福祉士にとっての労働環境再考①） 

７ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅦ（介護福祉士にとっての労働環境再考②） 

８ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅧ（高齢者福祉施設体系と種類の理解①） 

９ 介護福祉士の役割と機能を支えるしくみⅨ（高齢者福祉施設体系と種類の理解②） 

１０ 「介護」の社会的背景Ⅰ（少子高齢社会の推移・現状・課題①） 

１１ 「介護」の社会的背景Ⅱ（少子高齢社会の推移・現状・課題②） 

１２ 「介護」の社会的背景Ⅲ（少子高齢社会の推移・現状・課題③） 

１３ 「介護」の社会的背景Ⅳ（家族機能の変化・地域社会の変化①） 

１４ 「介護」の社会的背景Ⅴ（家族機能の変化・地域社会の変化②） 

１５ 授業まとめ これからの介護福祉士の役割と機能・求められる介護福祉士像 

授業科目名 介護の基本Ⅰ 時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

宮島直丈 
 

授業の到達目標 
およびテーマ 

これからの介護福祉士の役割と機能について考えながら、社会から要請さ

れる介護福祉士についての明確な認識を持つ。   

授業の概要 
 

介護福祉士を取り巻く社会的・歴史的・文化的状況等の理解を進めながら、

現代日本社会における介護福祉士の役割と機能を理解する。 

テキスト・参考資料等 介護福祉士養成講座編集員会編『介護の基本Ⅰ』『介護の基本Ⅱ』中央法規 

授業の形態等 講義。 

学生に対する評価等 定期試験、出席状況、授業態度、提出物等より総合的に評価。 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 
 

 
授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ オリエンテーション 人間と社会の理解 

２ 私たちの生活の理解Ⅰ 

３ 私たちの生活の理解Ⅱ 

４ 介護を必要とする人たちの暮らしⅠ 

５ 介護を必要とする人たちの暮らしⅡ 

６ 介護を必要とする人たちの暮らしⅢ 

７ 「その人らしさ」と「生活のニーズ」の理解Ⅰ 

８ 「その人らしさ」と「生活のニーズ」の理解Ⅱ 

９ 「その人らしさ」と「生活のニーズ」の理解Ⅲ 

１０ 演習１－２ 

１１ 介護福祉を必要とする人の生活を支えるしくみⅠ 

１２ 介護福祉を必要とする人の生活を支えるしくみⅡ 

１３ 介護福祉を必要とする人の生活を支えるしくみⅢ 

１４ まとめ、予備日 

１５ 試験 

授業科目名 介護の基本Ⅲ 
 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

 
信川 京子 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護を必要とする人の個別性に対応するために、生活の多様性や社会との

かかわりを理解できるようにする。また、介護を必要とする人の生活を支援

するという観点から介護サービスや地域連携など、フォーマル、インフォー

マルな支援を理解できるようにする。 
授業の概要 
 

介護を必要とする人の理解と生活を支えるしくみ、自立支援、介護実践にお

ける基礎となる知識を理論的に学ぶ。 

テキスト・参考資料等 最新介護福祉士養成講座４「介護の基本Ⅱ」、見て覚える介護福祉ナビ 

授業の形態等 講義、グループ学習、発表 

学生に対する評価 出席（10％）、提出物・授業態度（30％）定期試験（60％） 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 介護におけるコミュニケーションの意義と目的 ～伝達トレーニング～ 

２ 介護におけるコミュニケーションの役割～利用者に喜ばれる言葉、嫌われる言葉～ 

３ 利用者・家族との信頼関係を築くための言葉遣い ～あいさつ・敬語～ 

４ 話を聴く技法 ～傾聴・受容・共感～ 

５ 質問の技法 

６ 相談・助言・指導の技法 

７ 利用者の意欲を引き出す技法 

８ 利用者・家族の意向を調整する方法 

９ 介護におけるチームのコミュニケーション～報・連・相～ 

１０ まとめ・試験：介護における援助的コミュニケーション 

 

 

 

 

 

 

授業科目名 コミュニケーション

の基本 
時間数（単位数） 

２０時間 
担当者 
氏名 

 
吉川美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

援助的コミュニケーションについて理解するとともに、利用者や家族、

多職種協働におけるコミュニケーション能力を身につける。 

授業の概要 
 

介護におけるコミュニケーションの基本を理解した上で、具体的なコミ

ュニケーション技法をグループ演習を通して学ぶ。 

テキスト・参考資料等 コミュニケーション技術 (中央法規) プリント 

授業の形態等 講義・演習・グループワーク 

学生に対する評価等 授業参加態度・小テスト・レポート等を総合して評価 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 
 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 視覚障害者の特性と点字の歴史 

２ 点字の校正と表記の仕方について 

３ ５０音の読み書きの習得と表記の仕方について 

４ 長音・促音・句点・読点の習得と表記の仕方について 

５ 濁音の読み書きの習得と表記の仕方について 

６ 拗音の読み書きの習得と表記の仕方について 

７ 数字の読み書きと表記の仕方について 

８ 英字の読み書きと表記の仕方について 

９ 文章の読み書きと表記の仕方について 

１０ 点字によるコミュニケーションとまとめのテスト 

 

 

 
  

授業科目名 点字による 

コミュニケーション 
時間数（単位数） 

２０時間 
担当者 
氏名 

坂本 俊二 

授業の到達目標 
およびテーマ 

点字の読み書き、表記の仕方を習得し、視覚障害者とのコミュニケーシ

ョン能力を養うとともに視覚障害者への理解を深める。 
授業の概要 
 

点字の読み書きと表記の仕方を習得及び視覚障害者とのコミュニケー

ションの望ましい在り方を学ぶ。  

テキスト・参考資料等 点字によるコミュニケーション 点訳のしおり 

授業の形態等 講義 演習 点字器による実技 

学生に対する評価等 提出物・テスト等を総合して評価する。 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

 
授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ （講義）聴覚障害者とのコミュニケーション方法と留意点について 

２ （実技）オリエンテーション（授業中のルール説明）名前・数・色・家族・出身地 

３ （実技）自己紹介（趣味・職業・現住所など） 

４ （講義）聴覚の仕組みと聴覚障害の種類について 

５ （講義）補聴器・人工内耳・ろう教育について 

６ （実技）略歴（現在・過去・未来・曜日） 

７ （実技）通勤・通学・嗜好品・食習慣 

８ （講義）聴覚障害の心理的影響について（聴覚障害者の種類別理解） 

９ （実技）病院（病気・ケガ）まとめ 

１０ （講演）「聴覚障害者の視点」 

 

 
  

授業科目名 手話による 

コミュニケーション 

時間数（単位数） 
２０時間 

担当者 
氏名 

髙島 良宏 
太田 佳代子 

授業の到達目標

およびテーマ 
聴覚障害者の心理及びコミュニケーションの留意点を理解し、介護場面

に役立てることができる。 
授業の概要 
 

（講義）聴覚障害者とのコミュニケーション方法と心理について学ぶ。 

（実技）音声なしの手話で基本的手話を学ぶ。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅲ（中央法規） 

授業の形態等 実技及び講義 

学生に対する評価等 レポート課題と平常点（授業態度等） 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス     介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 生活支援についての理解  環境整備のための理念 

２ ICF の視点をもって利用者の全体像、個別性の大切さを理解する 

３ 生活支援におけるチームアプローチの重要性の理解 

４ 高齢者・身障者にとって安全、快適な住まいの実際１ 

５ 住まいの役割と機能 

６ 実習室の使い方・安全で快適な環境とは何か 

７ 寝心地の良いベッドとは ベッドメイキング 

８ 一人で行うベッドメイキング 

９ ベッドで臥床している場合のシーツ交換 

１０ 高齢者・身障者にとって安全、快適な住まいの実際２ 

１１ 環境でひそんでいる危険とは？ 

１２ ユニバーサルデザイン・バリアフリーについて考える   

１３ 住宅改修・福祉用具の意義・目的・福祉用具（ロボット等を含む）の活用 

１４ 実技試験 

１５ 筆記試験 

 
  

授業科目名 生活支援技術Ⅰ 

自立に向けた住環境の整備 

時間数（単位数） 

３０時間 

担当者 

氏名 

 

池田 えり子 

授業の到達目標 

およびテーマ 

ICF の視点を生活支援に活かすことの意義を理解し、生活の豊かさや心身の

活性化の支援について考える。また介護ロボットを含め福祉用具を活用や高

齢者・身障者にとって安全で快適な住環境について必要な知識を習得する。 

授業の概要 

 

事例による判断、知識を学ぶ。自立に向けた居住環境の整備を学び、安

全で快適な生活環境とは何か演習を通して学ぶ。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅰ（中央法規） 

授業の形態等 作図・講義・ビデオ視聴・実技演習を行う。 

学生に対する評価等 出席状況・授業態度・提出物・試験等で総合評価する 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス     介護福祉士専攻科 

授 業 計 画  
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ はじめに・感染予防と手洗い・爪切り 

２ 身じたくとは・他者の衣類のこだわりについて・高齢者の身だしなみについて 

整容・化粧・洗顔清拭（仰臥位） 

３ 被服の着用の目的  衣服の着脱介助を考える 

４ 衣服の着脱介助① 前あき、かぶりの交換 片麻痺の衣服介助を考える 

５ 課外授業  巣鴨へ出かけよう・高齢者の装いを実際にふれる 

６ 課外授業での振り返り 
衣服の着脱介助② 臥位のままの着脱介助を考える 和式寝巻きの交換 

７ 着脱の実技試験 

８ 入浴、清拭保持の意義と目的を考える 

９ ベッド上での洗髪 

１０ 入浴    

１１ 清拭  

１２ 口腔ケア 

１３ 筆記試験 

１４ 実習前技術の見直し１ 

１５ 実習後技術の見直し２ 

授業科目名 生活支援技術Ⅱ 
自立に向けた身支度、入浴、清拭 

時間数（単位数） 
６０時間 

担当者 
氏名 

 

池田 えり子 
授業の到達目標

およびテーマ 
その人がその人らしく生活するための個別性を大切にした介護を 
提供できる知識、技術を幅広く習得する。 

授業の概要 
（2 コマ連続） 

清潔保持・身じたくに必要な基本的知識と技術などグループワーク通 
して学ぶ。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅱ（中央法規） 

授業の形態等 講義・ビデオ視聴・実技演習を行う。 

学生に対する評価等 出席状況・授業態度・提出物・試験等で総合評価する 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス     介護福祉士専攻科 

授 業 計 画  
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 「移動」に関する医学的知識  ・移動の意義と目的 

２ 援助の基本：安全・安楽・自立の支援・尊厳を守る・コミュニケーション 

ボディメカニクス  ・体位変換：①水平移動 ②仰臥位⇔側臥位 

３ 生理的な動きの理解・体位変換：③仰臥位⇔側臥位⇔立位・車椅子への移乗 

４ 車いす介助の実際 

５ 歩行介助： ①杖の種類  ②杖歩行の介助  ③床からの立ち上がり 

６ 事例展開と発表 

７ 「移動」単元テスト 「移動」の技術テスト 

８ ガイドヘルプ 

９ 「排泄」の意義と目的  ・排泄に関する医学的知識  ・排泄援助の留意点 

１０ 排泄障害と援助 

１１ 便器 ・尿器  ・ポータブルトイレでの介助  

１２ おむつ交換  ・陰部洗浄 

１３ 事例展開 

１４ 事例展開発表  

１５ 「排泄」単元 テスト   ・総復習  

授業科目名 生活支援技術Ⅲ 
自立に向けた移動・排泄 

時間数（単位数） 
６０時間 

担当者 
氏名 

 

吉河 幸子 
授業の到達目標

およびテーマ 
「活動」「排泄」に関する支援技術を習得する。 

授業の概要 
（2 コマ連続） 

講義にて日常生活動作の知識・エビデンスを学ぶ。演習前半で援助技術 
の基本を習得し、後半では事例を計画展開し発表・評価する。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術 Ⅰ Ⅱ（中央法規） 

授業の形態等 講義・演習 

学生に対する評価等 技術テスト ・ペーパーテスト・レポート ・授業態度 ・出欠 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 
 
 
 
 
 
 
 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 食事の意義と目的①自立生活を支える食事の介護②食事に関連したからだのしくみ 

２ 食事の意義と目的③食事におけるアセスメント 

３ 嚥下のメカニズム   摂食と嚥下運動（ビデオ） 

４ 嚥下しやすい姿勢   演習「仰臥位 30 度、70 度ギャッジアップ」 

５ 自立に向けた食事介助の実際 事例検討 ①運動機能障害がある場合 

６      〃        事例検討 ②視覚障害がある場合 

７ 状態に応じた食事介助の実際  

事例検討 ③寝たきりの場合（ベッド上で行う食事の介助） 

８ 食後の口腔ケア 

９ 脱水予防・誤嚥・窒息の防止、嚥下体操 

１０ 変化の気づきと対応（救急処置） 

１１ 栄養・献立と調理 

１２ 治療食 

１３ 高齢者の食事・嚥下食の実際 

１４ 他職種との連携 事例検討 

１５ 試験・まとめ 

授業科目名 生活支援技術Ⅳ 
自立に向けた食事の介護 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

 
糸沢 克枝 

授業の到達目標 
およびテーマ 

要介護者にとっておいしく、楽しく、安全に食べるとは何かを考え、食事介護の

工夫や環境作り、好みの配慮、調理の工夫、自助具の活用等ができる。 

授業の概要 
 

栄養と食事の基礎知識を基に、機能低下、咀嚼・嚥下障害、感覚障害、認知

障害等の介助方法を演習しながら学ぶ。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅱ （中央法規） 

授業の形態等 講義・演習・グループワーク等 

学生に対する評価等 授業参加態度と試験による総合評価 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 介護過程とは？生活支援～その人らしさを考える 高齢者の生きてきた時代① 

２ 介護とは？対象の理解① 高齢者の特徴（身体的理解） 

３ 対象の理解② 高齢者の特徴（心理的理解） 

４ 高齢者疑似体験・高齢者の日常の理解 

５ 高齢者の生きていた時代② 昭和館見学 

６ 高齢者の生きていた時代③ 高齢者インタビューについてのまとめ・発表 

７ 介護過程の全体像①：認知症利用者の生活支援 

８ 介護過程の全体像②：障がい者の自己実現 

９ 対象の理解③ 観察・記録・報告（バイタルサインの測定） 

１０ 対象の理解④ 高齢者の疾患と症状 

１１ 認知症サポーター講座 

１２ 介護過程における情報収集とアセスメント 

１３ 利用者ニーズの（課題）の明確化 

１４ 在宅高齢者の介護過程 

１５ 高齢者の福祉の実践と工夫 

授業科目名 介護過程Ⅰ 時間数（単位数） 
６０時間 

担当者 
氏名 

糸沢克枝 
吉川美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護の対象を身体面・心理面、生きてきた時代や環境面等、あらゆる角度から理解する。

また、介護過程が個々のニーズの把握、計画的な介護の実践・評価の連続であると理解

し、その思考過程を身に着ける。 

授業の概要 
（2 コマ連続） 

演習（疑似体験・調べ学習・バイタルサインの測定等）を取り入れながら、対

象の理解を深め、根拠のある介護実践のための思考過程を事例検討から学ぶ。 

テキスト・参考資料等 介護過程・発達と老化の理解・こころとからだのしくみ （中央法規） 

授業の形態等 講義・演習・ビデオ視聴・グループワーク 

学生に対する評価等 授業参加態度・レポート等を総合して評価 



令和５年度（前期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 高齢者・障害児者施設を訪問、施設概要・利用者の生活・介護者の役割を学ぶ 

介護老人福祉施設（特養） 

介護老人保健施設（老健） 

心身障害児通所訓練施設 

知的障害者通所更生施設 

小規模多機能施設 

通所介護施設（デイサービス） 

地域サロンに参加、在宅生活の高齢者との交流を通し地域ケアについて理解を

深める。 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 
 

授業科目名 介護総合演習Ⅰ 
 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

吉川美加 
池田えり子 

授業の到達目標 
およびテーマ 

実習の事前学習として、介護施設の概要と利用者の生活および介護福祉士

の役割を理解する。実習のイメージを持ち、自己の目標、課題を明確化す

る。 

授業の概要 
（2 コマ） 

実習に先立ち、３か所の介護施設に各２回訪問（5・６月）し、利用者、

職員との関わりを通して、施設概要・利用者の生活・介護者の役割を学

ぶ。また社会福祉協議会・地域包括支援センター・見守りステーション

共催の地域サロンに参加し、在宅生活の高齢者との交流を通し、地域ケ

アについて理解を深める。 

テキスト・参考資料等 プリント 

授業の形態等 訪問学習 

学生に対する評価等 参加態度と記録（参加翌日提出）による総合評価 



 
令和５年度（通年）    シ ラ バ ス        

介護福祉士専攻科 

 
 
授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 実習の概要・目的と意義、事前学習・事後学習のあり方、訪問学習の記録の仕方 

２ 訪問学習報告① 報告書の記入と発表 

３ 訪問学習報告② 報告書の記入と発表 

４ 訪問学習報告③ 報告書の記入と発表 

５ 実習Ⅰ準備（個人票・誓約書記入） 実習オリエンテーション 

６ 実習Ⅰ準備 施設オリエンテーション報告・実習記録の書き方 

７ 実習Ⅰ報告 報告書記入と発表＊ 

８ 実習Ⅱ準備 実習の目標・記録の書き方（個別介護計画） 

９ 実習中の指導（帰校日：中間報告と実習後半の課題確認） 

１０ 実習Ⅱ報告 報告書記入と発表 ＊ 

１１ 訪問介護実習準備 訪問介護の概要 実習の目的・目標の確認 

１２ 訪問介護実習報告・まとめ＊ 

 
 
  

授業科目名 介護総合演習Ⅱ 
 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

吉川美加 
池田えり子 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護実習の意義と進め方を理解し、事前準備、実習中、事後学習によりそれ

ぞれの段階に応じた実習目標を習得していく。現場で働く介護福祉士とし

て自己を客観視し、利用者主体の介護の専門性を明確化できる。 

授業の概要 
＊２コマ 

実習の事前学習、実習中、事後学習を自らの体験の中でまとめ、その都

度発表、ディスカッションを通し、他者と情報共有をし、課題の明確化

をはかっていく。（介護実践の科学的探究） 

テキスト・参考資料等 プリント 

授業の形態等 講義・演習 

学生に対する評価等 レポート、発表等授業参加態度による総合評価 



 
令和５年度（前期）    シ ラ バ ス        

介護福祉士専攻科 

 
授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 指定介護老人福祉施設 

指定介護老人保健施設 にて実施 

 ・施設の概要・沿革・地域社会における役割を知る 

 ・利用者とのコミュニケーションを通して接し方を学ぶ 

 ・利用者の生活環境と１日の生活の実態を知り、生活の質について考える 

 ・他科目で学んだ知識・技術がどのように現場で活かされるか理解する 

 ・日々の実習記録を適切な表現で記入し、提出する 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

 
 
 
 
 
 
 

授業科目名 実習施設Ⅱ 
１段階 

時間数（単位数） 
８０時間 

担当者 
氏名 

池田えり子 
吉川美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護の現場において、コミュニケーションを通し、利用者理解ができるよう

になる。基本的介護技術を確認しながら実践できるようになる。また多職種

協働を通じて、介護福祉士の役割を理解する。 

授業の概要 
 

実習施設において個別に１０日間の実習を行う。 
毎日目標をもって実習に臨み、その日に学んだことを記録して提出する。

考察を必ず行い、指導者および巡回指導教員の助言を参考に目標を達成

していく。 

テキスト・参考資料等 他科目のテキスト全般・配布資料 

授業の形態等 実習                             

学生に対する評価等 実習期間の出席状況、施設側と担当教員の総合評価 



 
令和５年度（前期）     シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 
 

授 業 計 画 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１ オリエンテーション 障害の概念 

２ 障害者の法的定義 基本理念３－① 

３ 基本理念３－② 

４ 基本理念３－③（ミニテスト） 

５ 障害の実際 ゲスト A スピーカー・当事者から２－① 

６ 障害の実際 ゲスト A スピーカー・当事者から２－② 

７ 障害のある人への支援３－① 

８ 障害のある人への支援３－② 

９ 障害の実際 ゲスト B スピーカー・当事者から２－① 

１０ 障害の実際 ゲスト B スピーカー・当事者から２－② 

１１ 障害のある人への支援まとめ３－③（ミニテスト） 

１２ 不適切ケア・虐待防止 

１３ 家族支援・多職種連携 

１４ 国家試験対策 

１５ 試験・まとめ 

 
 
 

授業科目名 障害の理解 時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

 
初貝 幸江 

授業の到達目標 
およびテーマ 

ノーマライゼーション理念に基づき共生社会を実現するために何が求めら

れるか考察する姿勢をもつ。また障害の多様性について理解を深め自己の福

祉観を確認する。 

授業の概要 
２コマ 

障害の捉え方と支援の変遷を理解する。障害当事者の障害受容、障害が及ぼ

す心理的影響、日常生活上の影響を他科目と関連づける。また自立支援を目

指した専門職の役割を理解しチームケアにおける多職種協働や家族支援に

ついて習得する。 

テキスト・参考資料等 最新介護福祉士養成講座 14「障害の理解」（中央法規） 

＊講義の進度により講義内容が変更になる場合がある 

授業の形態等 講義・PowerPoint 等を使用し教科書に沿って進める。グループワー

ク等も取り入れる 

学生に対する評価 出欠 10％参加状況・レポート 20％・試験 70％・総合評価 



令和５年度（通年）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 
 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ ☆生涯発達的視点からみた高齢者の位置づけ 

高齢者の身体・感覚的特徴～身体機能、感覚機能～ 

２ ☆高齢者の記憶機能の特徴～加齢による記憶機能の変化～ 

高齢者の知能・認知機能の特徴～知能の生涯発達、知恵の発達～ 

３ ☆高齢者の人間関係～家族、対人関係～ 

高齢期の心理的問題と心理的適応～サクセスフル・エイジング、死生観の発達～ 

４ 高齢者に多い病気と日常の留意点①泌尿器疾患 

５ 高齢者に多い病気と日常の留意点②代謝疾患・膠原病 

６ 高齢者に多い病気と日常の留意点③循環器疾患 

７ 高齢者に多い病気と日常の留意点④感染症の理解と予防 

８ 試験・解説 

 

 

 

 

授業科目名 発達と老化 時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

中村 淳子☆ 
髙橋 系一 

授業の到達目標 
およびテーマ 

高齢者の心と身体の老化を理解し、高齢者に多い病気に対して的確な対

応ができるようになる。人間関係、社会的側面、問題行動や障害につい

ての支援方法を考える。 
授業の概要 
（２コマ） 

人間の成長と発達・老化に伴う心と身体の変化、高齢者の疾病と生活上

の留意点を学習する。☆前期は 1～3 回（6 コマ）高齢者の心理について

生涯発達的な視点から、考える。 

テキスト・参考資料等 発達と老化の理解(中央法規) 

プリント 

授業の形態等 講義・ビデオ視聴・演習☆ 

学生に対する評価 ☆前期：レポート・出席(授業での積極的取組み) 

後期：小テスト・最終試験・提出物による総合評価 



令和５年度（前期）         シ ラ バ ス         介護福祉士専攻科 
 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ こころとからだのしくみの理解  臓器・細胞・組織 

２    〃 

３ 筋組織・神経組織・骨の役割 

４ 骨格・筋 

５ 食欲のしくみ 

６ 消化器のしくみと病気 

７ 肝臓・胆のう 

８ 呼吸のしくみ 

９ 泌尿器系のしくみ 

１０ 循環器系のしくみ 

１１ 内分泌系のしくみ 

１２ 感覚器系のしくみ 

１３ 癌について 

１４ 悪性胸膜中皮腫・肺結核・肺炎 

１５ 試験・解説 

 
 
 
 

授業科目名 こころと 
からだのしくみ 

時間数（単位数） 
６０時間 

担当者 
氏名 

 
髙橋 系一 

授業の到達目標 
およびテーマ 

こころとからだのしくみと働きを理解し、介護サービス提供時に機能の低

下、障害に対して具体的な対応ができる知識を身につける。 

授業の概要 
２コマ 

介護の根拠となる人間のこころとからだのしくみを理解し、機能低下・障害

が及ぼす影響について学習する。 

テキスト・参考資料等 こころとからだのしくみ（中央法規）プリント 

授業の形態等 講義・ビデオ視聴 

学生に対する評価 小テスト・最終試験・レポート提出、出席率による総合評価 



令和５年度（通年）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 人間と社会（1.5H）・保健医療制度とチーム医療（1.5H） 

２ 保健医療制度とチーム医療（0.5H）安全な療養生活（2.5H） 

３ 感染予防と清潔保持（2.0）健康状態の把握（1.0H） 

４ 健康状態の把握（2.0H）医療職との連携(1.0H) 

５～７ 高齢者及び障害児・者の「喀痰吸引」概論(9H) 

８～９ 口腔内、鼻腔内吸引の手順と実施(6H) 

10～11 気管カニューレ吸引の手順と実施(6H) 

12～14 高齢者及び障害児・者の「経管栄養」概論(9H) 

15～16 経管栄養「経鼻」の手順と実施(6H) 

１７ 経管栄養「胃瘻」の手順と実施(3H) 

 １８ 

１９ 

 

２０ 

演習：「痰の吸引」 (口腔内、鼻腔内、気管カニュレ内部)（4H）グループ毎 

「経管栄養」 （胃瘻または腸瘻、経鼻）(4H) 

各自５回行い 具体的な留意事項をチェックする。 

「救急蘇生法」(2H)    各自 1 回行い       〃 

 

 

 

授業科目名 医療的ケア 

（基本研修） 

時間数（単位数） 
６０時間 

担当者 
氏名 

 

糸沢克枝 
授業の到達目

標 
およびテーマ 

医療職との連携のもとで、医療的ケアを安全・適切に実施できるよう必要

な知識・技術を修得する。①個人の尊厳と自立について理解でき利用者や

家族の気持ちを考え医療的ケアの実践ができる。②感染予防、安全管理体

制等について基礎的知識を身につけ喀痰吸引、経管栄養について理解す

る。 

授業の概要 
 

「個人の尊厳と自立」「医の倫理と介護の倫理」を理解したうえで喀痰吸

引、経管栄養が医療職との連携のうえで成り立っていることを学ぶ。 

テキスト・参考資料等 最新介護福祉全書１３ 医療的ケア（中央法規） 

授業の形態等 講義・演習 

学生に対する評価等 授業態度と試験による総合評価 



 

  

 

令和５年度 後期 

 

シ ラ バ ス 
 
 
 
 
 
 
 

道灌山学園保育福祉専門学校 

介護福祉士専攻科 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

 
授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ リハビリテーション概論 

２ ICFの概念 

３ 自立に向けた介護方法 

４ 個別ケアの内容 

５ リハビリテーションの考え方 

６ 理学療法の基礎 

７ 移乗・移動の方法 

８ 疾患別のリハビリテーション 

９ 疾患別のリハビリテーション（事例） 

１０ 施設の介護 

１１ 在宅の介護 

１２ リハビリテーションと福祉機器 

１３ リハビリテーション専門職との連携 

１４ 高齢者への介護予防 

１５ まとめ・試験 

授業科目名 介護の基本Ⅱ 

（自立に向けた介護） 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

遠藤 敏 

小島 肇 
授業の到達目標 

およびテーマ 
リハビリテーションの概念を知り、介護の基本を身につける 

授業の概要 
 

リハビリテーションの概要が言える 

リハビリテーションの基本的な介助が出来る 

テキスト・参考資料等 介護の基本Ⅰ（中央法規）、 

授業の形態等 講義・実技 

学生に対する評価等 試験 90％、課題 10％ 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 介護保険、介護予防・日常生活支援総合事業の仕組み、流れについて 

２ 介護サービスの種類①在宅②施設③地域密着型 

３ 他の福祉職の機能と役割、地域ケアシステムについて 

４ サービスの報酬、算定基準について 

５ 障害者総合支援法のしくみ、流れについて 

６ 他職種連携の意義と目的 

７ ケアマネジメントの流れ、ケアプラン作成の目的 

８ アセスメント・ニーズの導きについて 

９ ケアプラン作成演習 ①脳血管疾患（在宅） 

１０        〃 

１１ ケアプラン作成演習 ②認知症（施設） 

１２        〃 

１３ ケアプラン作成演習 ③様々な問題を抱えている事例 

１４        〃 

１５ 試験・まとめ 

授業科目名 介護の基本Ⅳ 
（介護サービス） 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

 
宮本 直子 

授業の到達目標

およびテーマ 
介護サービスの概要を理解し、サービス提供の場、他職種との連携を学

ぶとともに、自立支援に基づいたケアプランが理解できる。 
授業の概要 
 

① 介護保険、障害者総合支援法の内容について理解し、サービス現場

の特性を学ぶ。②ケアマネジメントの流れを事例とともに学び、ケ

アプランを作成する。 

テキスト・参考資料等 介護の基本Ⅱ（中央法規）プリント 

授業の形態等 講義、グループディスカッション、ロールプレイ、DVD視聴 

学生に対する評価等 試験、出席状況、授業参加、態度による総合評価 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 介護における安全の意義・介護領域におけるリスクマネジメント  

２ ヒヤリハットＧＷ 在宅および施設における安全対策  

３ 介護従事者の健康と安全 腰痛予防：リフトの使い方 

４ 感染症の予防と管理 

５ Ⅱ段階の実習から考えるヒヤリハット集 労働安全対策・試験 

６ 介護における専門職能団体の活動について理解 

７ 自己覚知（自分自身を知る） 

８ 介護実践における連携① 多職種連携 

９ 介護実践における連携② 地域連携 

１０ 介護の専門性と倫理  

１１ 人間の尊厳（具体的なケアを考える） 

１２ 施設・在宅実習を振り返り、個別ケアとは何かを考える 

１３ ロールプレイをしよう①グループ分け・内容・台本作り 

１４ ロールプレイをしよう②準備 

１５ ロールプレイをしよう③発表  

 

授業科目名 介護の基本Ⅴ（介護

従事者の倫理・安全管理） 
時間数（単位数） 

６０時間 
担当者 
氏名 

糸沢克枝 
池田えり子 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護の専門性と倫理、対人援助の方法と技術を理解する。また、介護における安全確保とリ

スクマネジメントおよび介護従事者の安全概念を理解し、個別事例に即した対応ができる。 

授業の概要 
（２コマ連続） 

専門職としての倫理観を持ち、安全で快適な生活を支援するために必要なことは何

か、実習の体験をもとに、意見交換、ロールプレイをしながら学ぶ。 

テキスト・参考資料等 介護の基本Ⅱ・Ⅱ（中央法規）プリント 

授業の形態等 講義・演習 

学生に対する評価等 試験、演習発表等授業参加態度による総合評価 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授業計画 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 家事支援：自立生活を支える意義と目的 

２ 食を支える介護～献立作り・ともに行う買い物 

３ 調理の介護 

４ 家事支援：アセスメントの視点の意義と目的・「裁縫」の支援 衣類の補修 

５ 簡単安楽グッズ作成 

６ 家庭生活の理解 

７ 家庭生活の営み 

８ ともに行う介護（施設・在宅） 

９ 「衣類・寝具の衛生管理～洗濯」 

１０ 「衣類・寝具の衛生管理～収納」 

１１ 環境を整える生活支援「掃除」 

１２ 訪問介護における生活援助 

１３ 「多職種の役割と協働」① 

１４ 「多職種の役割と協働」② 地域包括支援センターとの介護予防 

１５ まとめ・試験 

授業科目名 生活支援技術Ⅴ   
自立に向けた家事の介護 

時間数（単位数） 

３０時間 
担当者 
氏名 

 
吉川 美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護福祉士として日常生活に必要な家事に関する知識と技術を学び、個別

性を尊重した実践的能力を高める。 

授業の概要 
 

利用者の必要に応じた家事援助について個別に対応できるよう、基礎とな

る技術を幅広く習得していく。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅰ(中央法規) 

授業の形態等 講義・演習 

学生に対する評価 出席・授業態度・テストによる総合評価 



 

 
令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 
 

授 業 計 画 

 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 喪失体験        
終末期（ターミナル期）と人生の最終段階における言葉の違い。 
リビングウィル・尊厳死・緩和ケア・インフォームドコンセントとは  

２ ＤＶＤ視聴 （予定）「在宅ホスピス医 川越厚」 
「さよなら」なき別れ コロナによる死 遺族のいま  
透明なゆりかご「７日間の命」      

３ 人生の最終段階から危篤時までの身体的・精神的変化と介護 

４ 危篤時から死までの身体的変化と介護     
死後の身体的変化・エンジェルケア   

５ グリーフケアについて  

６ レポート作成「死生観～生に焦点を当てて～」 

７ 事例展開  グループワーク 

８ テスト 

授業科目名 生活支援技術Ⅶ 
人生の最終段階における

介護 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

吉河 幸子 

授業の到達目標 
およびテーマ 

利用者の尊厳を保持しながらＱＯＬを高める 人生の最終段階におけ

る介護を理解する。     
授業の概要 
（１～７は２コマ） 

グリーフケアについて理解する。個々の死生観を深める。体験・書物・

視覚教材を通して死生観を深めレポート表現する。講義を通して人生

の最終段階にある利用者の身体的・精神的変化と介護について、グリ

ーフケアについて学習する 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅱ(中央法規)・柏木哲夫著「死にざまこそ人生」2011

朝日新聞出版 おはよう 21 

授業の形態等 講義・DVD 視聴・演習・研修会参加 

学生に対する評価等 テスト・レポート・授業態度・出欠 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

授業科目名 生活支援技術Ⅷ 
(緊急時の対応・総合演習) 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

糸沢 克枝  
池田えり子 

授業の到達目標 
およびテーマ 

緊急時の状況・状態の把握とその対応ができる。 
家族・医療機関への連絡・連携を知り、実践できる。 

授業の概要 
（２コマ連続） 

緊急時あわてずに対応でき、医療機関や家族への連絡方法がわかり、対応

できるようにする。 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 緊急時の状況把握と対応(医療上の対応、外来受診時の介護) 

２ 服薬の介護 

３ 障害をもった人の介護・医療関係者への連絡、連携 

(吸引・酸素吸入の取り扱い方) 

４ 小テスト・介護技術の確認 

５ 介護技術チェック(実技試験)（３コマ） 

６ 荒川消防署による救命救急講座（４コマ） 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅰ～Ⅲ(中央法規)・配布資料 

授業の形態等 講義・演習                             

学生に対する評価等 出席・授業態度・小テスト・実技試験の総合評価 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 高齢者福祉の実際：アクティブ福祉 in 東京 見学参加 

２            〃 

３ 自立支援の工夫（環境整備）：国際福祉機器展見学  

４    〃    環境整備まとめ 

５ 高齢者の環境～地域理解①・② 

６ 難病の理解①当事者の想い 文字盤によるコミュニケーション 

７ 個別介護計画：情報収集の仕方・アセスメント 

８ 施設訪問学習① 利用者理解・情報収集    

９ 個別介護計画：立案 

１０ 施設訪問学習② 利用者理解・情報収集 

１１ 難病の理解②ケアの社会学～自立生活が映し出す２つの社会 

１２ 個別介護計画：実施～評価     

１３ 個別介護計画：事例検討① 

１４ 介護における多職種の役割と連携（チームアプローチの重要性） 

１５ 個別介護計画まとめ・試験 

授業科目名 介護過程Ⅱ 時間数（単位数） 
６０時間 

担当者 
氏名 

 
吉川 美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

利用者が生活する環境を考慮し、最善の支援ができるよう利用者の心身の状況に応じた

介護過程を多職種連携、チームとして展開できるようになる。 

授業の概要 
（2 コマ連続） 

実習Ⅱ段階に向け、要介護者、家族、介護者の情報提供を受けて、それぞれの立場の理

解を深める。また個別ケアが根拠のある介護実践として行えるよう、アセスメント、介

護計画の立案、実施、評価の流れを理解していく。 

テキスト・参考資料等 介護過程 （中央法規） プリント 

授業の形態等 講義・演習・ビデオ視聴・グループワーク 

学生に対する評価等 試験・授業参加態度・レポート等を総合して評価 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

 

授 業 計 画 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１～２ 事例研究の意義と方法・第Ⅱ段階実習先別個別指導・テーマ検討（１コマ） 

２ 文献検索 

３ 原稿作成 

４ 原稿作成・個別指導 

５ 原稿校正 

６ 事例研究発表会準備（原稿完成・抄録作成・発表練習） 

７ 事例研究発表会・まとめ(３コマ) 

 

 
  

授業科目名 介護過程Ⅲ 時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

糸沢 克枝 池田えり子 
吉川 美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

介護実習中に実践された個別援助計画を整理し、事例研究として結実させ

る。介護過程を通して、専門職として介護観を持てるようになる。 

授業の概要 
（２コマ連続） 

実習Ⅱ段階で行った個別援助を振り返り、文献を参考に事例研究としてま

とめ、発表会において他者の実践を共有化する。 

テキスト・参考資料等 他科目のテキスト全般・配布資料・テーマに関わる文献 

授業の形態等 講義・演習                             

学生に対する評価等 研究成果（発表原稿・発表態度） 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 
講 義 等 の 内 容 

指定介護老人福祉施設 

指定介護老人保健施設 にて実施 

 ・利用者の個別理解をふかめ、介護計画を立案、実施、評価する過程を学ぶ。 

 ・チームの一員として介護福祉士の専門性を理解する。 

 ・介護について研究的態度を養う。 

 
 
 
  

授業科目名 実習施設Ⅱ 
２段階 

時間数（単位数） 

１２０時間 
担当者 
氏名 

池田えり子・糸沢克枝

吉川美加 
授業の到達目標 
およびテーマ 

利用者の個々の生活リズムを把握し、介護過程（計画、実施、評価、修

正）を展開する。今まで学習した知識、技術を統合して具体的な介護サ

ービスの基本となる実践力を身につける。 
授業の概要 
 

１段階と同じ実習施設に分かれて１５日間実習を行う。 
早番・遅番・夜勤・デイサービスを経験し、利用者の生活リズムを把握、 
受け持ち利用者を一人決めて、個別介護計画を立て、実施してくる。 
 

テキスト・参考資料等 他科目のテキスト全般・配布資料 

授業の形態等 実習                             

学生に対する評価等 実習期間の出席状況、施設側と担当教員の総合評価 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

授 業 計 画 

 

 
  

授業科目名 実習施設Ⅰ 
（訪問介護） 

時間数（単位数） 

１０時間 
担当者 
氏名 

池田えり子・吉川美加 

授業の到達目標 
およびテーマ 

訪問介護に関わり、在宅における介護サービスの実際を知る。 
 

授業の概要 
 

訪問介護事業所にて２日間実習を行う。 
 

講 義 等 の 内 容 

訪問介護事業所（高齢者・障害者・小規模多機能）にて実施 

 ・在宅利用者の生活の状況にそった、生活援助の方法を学ぶ。 

・身体介護・相談助言について、方法を学ぶ。 

・実習を通して、在宅介護に必要な職業倫理について学ぶ。 

テキスト・参考資料等 他科目のテキスト全般・配布資料 

授業の形態等 実習                             

学生に対する評価等 実習期間の出席状況、施設側と担当教員の総合評価 



 

令和５年度（後期）    シ ラ バ ス       介護福祉士専攻科 

 
授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 神経系構造とはたらき① 

２ 神経系構造とはたらき② 

３ 神経系構造とはたらき③ 

４ 認知症の基礎知識 

５ 脳血管障害 脳梗塞・脳出血・くも膜下出血 

６ パーキンソン病 

７ アルツハイマー病・レビー小体・ピック病 

８ 試験・解説 

授業科目名 認知症の理解Ⅰ 
（認知症の基礎知識） 

時間数（単位数） 
３０時間 

担当者 
氏名 

 
髙橋 系一 

授業の到達目標 
およびテーマ 

認知症の種類・症状を理解し、関わりのある利用者の具体的な対応策につな

げられる。 

授業の概要 
（２コマ連続） 

認知症をきたす疾患、認知機能障害に伴って出現する症状、検査、治療、予

防について、講義、視聴覚教材で理解を深める。 

テキスト・参考資料等 認知症の理解(中央法規)・プリント 

授業の形態等 講義・ビデオ視聴 

学生に対する評価 小テスト・最終試験・提出物による総合評価 
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授 業 計 画 

回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 認知症の基礎的理解 認知症を取り巻く状況（認知症ケアの歴史・理念・社会環境） 

２ 認知症の早期診断と治療 

３ 認知症のリハビリテーション 

４ 認知症の支援～ケアの手がかりと周辺症状 

５ 人権の擁護と施設のリスク管理 

６ 認知症ケアの理念と視点、介護の基本 

７ パーソンセンタードケアの基本・コミュニケーションのあり方 

８ 認知症の人へさまざまなアプローチ・ユマニチュード 

９        〃 

１０        〃 

１１ 認知症の人と家族のケア 

１２ 認知症の人と地域社会のかかわり 

１３ タクティールケア 

１４    〃 

１５ 認知症介護の実際・まとめ 

授業科目名 認知症の理解Ⅱ 
（日常生活の介護） 

時間数（単位数） 

３０時間 
担当者 
氏名 

 
鈴木多美子 他 

授業の到達目標 
およびテーマ 

認知症の特有の症状ををもつ人を理解する。 

認知症の人に対する適切なケアの実践、知識を修得する。 

授業の概要 
 

認知症の人の心理・身体的変化を理解し（DVD 視聴）、個別性のある介護の実践とし

てパーソンセンタードケアを中心としたケアとタクティールケアを行う 

テキスト・参考資料等 認知症の理解（中央法規）資料 

授業の形態等 講義・事例討議・ DVD 視聴 

学生に対する評価 出欠・授業態度 
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授 業 計 画 
回 数 講 義 等 の 内 容 

１ 睡眠の意義 

２ 自分の１日の活動を考える 

３ 高齢者の日中の活動について考える 

４ 高齢者の睡眠の特徴を理解する 

５ 自分の１週間の睡眠記録 （個別性理解） 

６ 睡眠障害の原因の把握  

７ 安眠への工夫を考える  （睡眠薬） 

８ 安眠を促す介助１ 足浴・手浴・マッサージ 

９ 安眠を促す介助２ 褥瘡・安楽 

１０ 事例学習 

１１ 安眠を促す介助３ 調べ学習・発表 

１２ 日中の活動を考える（グループでレク準備） 

１３ 日中の活動を考える（グループでレク準備） 

１４ 日中の活動発表 

１５ 筆記試験 

授業科目名 生活支援技術Ⅵ 
自立に向けた睡眠の介護 

時間数（単位数）

３０時間 
担 当 者

氏名 

 

池田 えり子 
授業の到達目標 
およびテーマ 

睡眠の重要性とリズム、高齢者の睡眠の特徴を理解する。個々に合った

安楽な睡眠の援助ができる能力を身につける。 

授業の概要 
 

睡眠の重要性、高齢者の特徴を理解し不眠の原因を考え、グループワー

クを行いながら安眠につながる介護を考える。 

テキスト・参考資料等 生活支援技術Ⅱ（中央法規） 

授業の形態等 講義・ビデオ視聴・実技演習を行う。 

学生に対する評価等 出席状況・授業態度・提出物・試験等で総合評価する 
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